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一
般
会
計
予
算
は
、　

億
１１

１
４
０
０
万
円
余
を
増
額
補

正
し
、
総
額　

億
６
５
０
０

７１４

万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
昨
年
度
同
期
に
比
べ

て　

％
の
減
額
と
な
っ
て
い

4.9
ま
す
。
そ
の
ほ
か
６
つ
の
特

別
会
計
と
５
つ
の
企
業
会
計

の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
放
送
に
係
る
施
設
整
備

等
の
経
費
と
し
て
、
観
光
会

館
改
修
事
業
で
売
店
の
改
修

工
事
の
実
施
設
計
に
係
る
経

費
（　

万
円
）、
古
城
緑
地
広

２００

場
公
衆
ト
イ
レ
改
修
工
事

（　

万
円
）。
市
立
博
物
館
横

１３０の
ト
イ
レ
を
改
修
す
る
上
田

城
跡
公
園
ト
イ
レ
整
備
事
業

（　

万
円
）、
上
田
城
跡
公
園

３０７の
北
櫓
及
び
南
櫓
へ
の
券
売

場
設
置
等
工
事
に
係
る
上
田

城
跡
整
備
事
業
（　

万
４
千

９２３

円
）。
駐
車
場
拡
大
の
た
め
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
解
体

に
係
る
実
施
設
計
委
託
費
用

と
し
て
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

解
体
事
業
（　

万
円
）
が
計

１００

上
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
総
務
省
の
交

付
金
を
活
用
し
、
海
野
町
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
、
子
育
て
中
の
女
性
を
対

象
と
し
た
託
児
室
、
キ
ッ
チ

ン
を
併
設
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
（
２

２
５
０
万
円
）。
民
間
保
育

所
に
お
け
る
、
人
材
確
保
対

策
を
促
進
す
る
た
め
に
、
保

育
士
等
の
処
遇
改
善
を
実
施

し
た
保
育
園
に
対
し
補
助
を

行
う
民
間
保
育
所
助
成
事
業

（
２
２
８
０
万
５
千
円
）。
平

成　

年
４
月
の
凍
霜
害
の
際

２５
に
農
業
者
が
借
り
た
災
害
資

金
の
利
子
を
助
成
す
る
農
業

融
資
利
子
補
給
事
業
（
６
万コワーキングスペースを整備する海野町商店街

予  算

一
般
会
計
補
正
予
算
は

　
　
　
　

約　

億
1
4
０
０
万
円
余
の
増
額

11

　
　

月
定
例
会
は
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

12

11

25

12

15

２１

　

市
長
提
出
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
新
設
条
例
の
制
定
、
指
定
管
理
者
に
係
る

議
案
な
ど　

件
で
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
（
ま
た
は
適
任
）
と
さ
れ
ま
し
た
。

４１

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、　

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議

24

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

12月定例会
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事
件
決
議
で
は
、「
上
田

市
朝
日
が
丘
児
童
館
」
を
は

じ
め
、
新
た
に
制
度
導
入
の

２
施
設
を
含
む　

施
設
に
つ

４５

い
て
、
平
成　

年
４
月
１
日

２７

か
ら
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
た
め
に
議
会
の
議
決
を

求
め
る
「
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
」
に
つ
い
て

の
議
案
が
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
立
第
三
中

学
校
の
耐
震
化
工
事
に
伴
う

仮
設
校
舎
建
設
の
た
め
の

「
市
立
第
三
中
学
校
耐
震
化

事
業
仮
設
校
舎
建
設
建
築
主

体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

の
議
案
な
ど
、
合
計
7
件
の

事
件
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

事件決議

債務負担　事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても支出をしなければならない場合に、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。

７
千
円
）の
ほ
か
、自
立
支
援

給
付
費
、
青
年
就
農
給
付
金

な
ど
の
本
年
度
執
行
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
の
調
整
等
で

す
。

　

各
特
別
会
計
で
は
、
給
付

見
込
み
に
よ
る
給
付
費
の
調

整
等
の
ほ
か
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
に
係

る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
で
は
、
水
道
事

業
会
計
に
お
い
て
、
上
下
水

道
料
金
徴
収
等
業
務
の
民
間

委
託
す
る
上
下
水
道
料
金
徴

収
等
業
務
委
託（
７
億
円
）の

債
務
負
担
の
ほ
か
、
人
件
費

の
調
整
に
係
る
予
算
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
、

１１

２５

衆
議
院
議
員
選
挙
に
係
る
補

正
予
算
が
、　

月　

日
に
は

１２

１５

職
員
給
与
の
改
定
に
伴
う
条

例
案
と
補
正
予
算
案
が
追
加

提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
ま
し
た
。

　

箇
所
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な

45ど
７
件
を
可
決

　
「
精
神
障
害
者
の
地
域
移

行
に
関
す
る
意
見
書
」
は
、

我
が
国
の
精
神
疾
患
に
よ
る

入
院
患
者
が
約　

万
人
と
い

32

わ
れ
、
そ
の
う
ち
1
年
以
上

の
長
期
入
院
患
者
は
約　

万
20

人
と
推
定
さ
れ
る
な
か
、
国

の
進
め
る
精
神
障
害
者
の
地

域
移
行
に
向
け
た
精
神
科
病

床
の
居
住
系
施
設
へ
の
転
換

に
係
る
施
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
の
十
分
な
理
解
を
求

め
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
居

住
の
場
の
あ
り
方
な
ど
を
考

慮
し
、
慎
重
に
検
討
を
行
っ

た
上
で
総
合
的
支
援
策
の
充

実
に
向
け
て
政
策
展
開
を
図

る
よ
う
求
め
る
も
の
で
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条 例

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
制
定
案

な
ど
全
9
件
を
可
決

　

今
定
例
会
で
は
、
新
設
条

例
１
件
の
ほ
か
、
既
存
条
例

を
一
部
改
正
す
る
条
例
６
件

と
条
例
廃
止
２
件
が
提
案
さ

れ
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
等
条
例
」
は
、「
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
」
の
規

定
に
基
づ
き
、
い
じ
め
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
上
田
市

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
そ
の
他
の
付
属
機
関
を
設

置
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
「
国
民
健
康
保
険
条
例
中

一
部
改
正
」
は
、
産
科
医
療

保
障
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、

被
保
険
者
の
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
る
健
康
保
険
法
施
行

例
の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条

例
廃
止
」
は
、
利
用
者
の
減

少
や
施
設
の
老
朽
化
を
背
景

に
、
今
年
度
を
も
っ
て
施
設

利
用
を
終
了
し
、
駐
車
場
を

整
備
す
る
た
め
、
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
に

は
、
職
員
給
与
の
改
定
と
特

別
職
の
期
末
手
当
の
改
定
に

係
る
「
上
田
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
上
田
市

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並

び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
中
一
部
改
正
」

が
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し

た
。

【
そ
の
他
可
決
し
た
条
例
】

・
重
症
心
身
障
害
児
・
者
施

設
条
例
中
一
部
改
正

・
市
営
駐
車
場
条
例
中
一
部

改
正

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
中
一
部
改
正

・
武
石
地
区
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
施
設
条
例
廃
止

・
体
育
施
設
条
例
中
一
部
改

正

【
そ
の
他
可
決
し
た
事
件

決
議
】

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
・
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て
・
交
通
事
故
に
係
る
和
解
に

つ
い
て

意見書
「
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
関
す
る
意
見
書
」

を
国
に
送
付

◆
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦　

・
黒
澤
俊
直
さ
ん

 

（
中
吉
田
）

・
金
井
律
子
さ
ん

 

（
七
ケ
）
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城
跡
公
園
内
に
あ

る　

ｍ
プ
ー
ル
及

50

び
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
の
廃

止
に
つ
い
て
、
外
国
籍
市

民
の
方
も
含
め
利
用
者
へ

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。ポ

ル
ト
ガ
ル
語
版

と
中
国
語
版
も
発

行
し
て
い
る
「
広
報
う
え

だ
」
に
よ
り
周
知
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
上
田
市

多
文
化
共
生
推
進
協
会
へ

も
周
知
依
頼
し
て
い
く
。

団
体
利
用
さ
れ
て
い
る
幼

稚
園
や
保
育
園
へ
は
、
平

成　

年
６
月
に
各
団
体
に
、

26
説
明
し
た
が
、
廃
止
が
決

定
し
た
ら
も
う
一
度
説
明

し
、
周
知
を
図
り
た
い
。

源
泉
徴
収
不
足
額

の
納
付
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

本
来
は
、
上
田
市

が
源
泉
所
得
税
を

控
除
し
た
額
を
報
酬
等
と

し
て
個
人
事
業
主
等
へ
支

払
い
、
税
務
署
へ
控
除
し

た
源
泉
所
得
税
を
納
付
す

る
。
今
回
の
場
合
は
、
徴

収
不
足
と
な
っ
て
い
た
源

泉
所
得
税
等
を
、
市
が
ま

ず
税
務
署
へ
納
付
し
、
そ

の
後
、
個
人
事
業
主
の
皆

さ
ん
に
所
得
税
の
更
正
請

求
等
を
お
願
い
し
、
戻
っ

て
き
た
額
を
上
田
市
に
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

児
童
館
、
児
童
セ

ン
タ
ー
及
び
児
童

ク
ラ
ブ
に
そ
れ
ぞ
れ
１
事

業
者
か
ら
し
か
応
募
が
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

応
募
者
は
、
ほ
か

に
応
募
者
が
い
る

か
ど
う
か
を
知
ら
ず
に
応

募
し
て
く
る
た
め
競
争
原

理
は
働
い
て
い
る
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
応
募
が
複

数
あ
り
、
比
較
で
き
る
こ

と
が
理
想
。
指
定
管
理
者

決
定
後
は
、
指
定
管
理
者

自
身
が
作
成
し
た
事
業
計

画
書
に
沿
っ
て
業
務
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
し
っ
か

り
検
証
し
て
い
く
。

体
育
施
設
条
例
中　

一
部
改
正

 
問

 
答

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
は
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と

考
え
て
い
る
か
。

各
種
講
座
の
開
催

や
ク
ラ
ブ
活
動
で

の
利
用
を
通
し
て
、
働
く

青
少
年
の
交
流
の
場
や
育

成
、
社
会
教
育
的
な
活
動

の
場
と
し
て
、
非
常
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
経
済
循
環
創

造
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
経
済
が
循
環

す
る
仕
組
み
か
。

助
成
金
の
仕
組
み

は
、
地
域
で
資
源

や
お
金
が
う
ま
く
行
き
渡

ら
ず
活
性
化
で
き
て
い
な

い
と
の
視
点
か
ら
、
地
域

で
事
業
を
立
ち
上
げ
る
際

に
、
国
の
補
助
金
に
加
え
、

市
や
地
元
金
融
機
関
等
も

協
力
し
て
支
援
す
る
と
い

う
も
の
で
、
地
域
内
で
雇

用
や
仕
事
が
創
出
さ
れ
、

お
金
が
回
る
こ
と
か
ら
、

地
域
経
済
循
環
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
観
光
ト
イ

レ
整
備
の
考
え
方

は
ど
う
か
。

市
全
体
で
は
、
各

地
域
の
状
況
を
踏

ま
え
順
次
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放

送
が
約
１
年
後
に
迫
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
真
田
地
域

を
優
先
し
て
整
備
し
て
い

る
。

農
地
台
帳
シ
ス
テ

ム
整
備
は
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

農
地
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
収
集
等
と

そ
の
提
供
が
可
能
と
な
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
農
地
中
間
管
理

事
業
等
と
の
連
携
を
円
滑

に
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

丸
子
農
産
物
直
売

加
工
施
設
の
管
理

運
営
業
務
に
対
し
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
る
の
か
。

業
務
が
多
忙
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
応
援
や
売
り
場
の
シ

ス
テ
ム
改
善
等
の
相
談
な

ど
、
折
に
触
れ
て
運
営
に

協
力
し
て
い
る
。

 
問

 
答 勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

条
例
廃
止

 
問

 
答

 
問

 
答

総務文教委員会
●12月５日及び15日に開催し、条例案３件、補正予
算案12件、事件決議案３件、請願１件の審査を行
いました。

産業水道委員会
●12月５日に開催し、条例案１件、補正予算案４件、
事件決議案１件、陳情２件の審査を行いました。

要概査審の

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 
問

 
答

ボーカロイド・初音ミク　音声合成ソフトで、メロディーと歌詞を入力すると人間の声からサンプリングした音声で楽曲ができる。初音ミクはボーカロイドで作成された架空のアイドル。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 
問

 
答

 
答

 
問
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産
科
医
療
補
償
制

度
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
ま
た
、
産
科
医

療
補
償
制
度
の
掛
け
金
が

下
げ
ら
れ
た
理
由
は
何
か
。

産
科
医
療
補
償
制

度
は
、
こ
の
制
度

に
加
入
し
て
い
る
病
院
や

診
療
所
等
で
分
娩
し
た
際

の
医
療
事
故
に
よ
り
重
度

の
脳
性
ま
ひ
と
な
っ
た
子

ど
も
と
そ
の
家
族
に
総
額

３
０
０
０
万
円
の
補
償
金

が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
掛
け
金
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
の
は
、
当
初
の
見

込
み
よ
り
も
対
象
と
な
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
、
剰
余

金
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

掛
け
金
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。

母
子
家
庭
等
高
等

技
能
訓
練
促
進
費

の
概
要
と
補
正
増
の
理
由

は
何
か
。母

子
家
庭
等
高
等

技
能
訓
練
促
進
費

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母

又
は
父
に
対
し
て
、
能
力

開
発
の
た
め
の
制
度
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

介
護
福
祉
士
や
看
護
師
、

理
学
療
法
士
等
の
養
成
機

関
に
お
い
て
２
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し

て
資
格
取
得
が
見
込
ま
れ

る
方
で
、
就
労
と
修
業
の

両
立
が
困
難
な
方
等
を
対

象
に
支
給
し
て
い
る
。
今

回
の
補
正
は
、
昨
年
度
に

比
べ
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
で
あ
る
。

上
田
市
つ
む
ぎ
の

家
の
指
定
期
間
が

３
年
間
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
何
か
。

こ
の
施
設
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
て
、

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
時
期
に
来
て
い
る

こ
と
か
ら
今
回
、
３
年
間

の
指
定
期
間
と
し
た
。
今

後
は
、
施
設
の
展
望
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
老
朽

化
し
て
い
る
施
設
の
建
て

替
え
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る

の
か
検
討
に
入
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

 
問

 
答 国

民
健
康
保
険
条
例

中
一
部
改
正

 
問

 
答

廃
止
後
の
情
報
伝

達
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

現
在
あ
る
情
報
伝

達
手
段
、
丸
子
テ

レ
ビ
や
市
の
広
報
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
な
ど
各
種
情
報
シ

ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る

ほ
か
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
２
月
の
大
雪

に
よ
る
経
験
を
踏

ま
え
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
が
練
ら
れ
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ

れ
た
の
か
。

２
月
の
除
雪
等
に

つ
い
て
の
検
証
を

行
い
、
除
雪
路
線
の
延
長

を
し
た
ほ
か
、
市
の
除
雪

機
の
リ
ー
ス
台
数
を
ふ
や

し
た
。
ま
た
、
除
雪
工
区

の
分
割
、
緊
急
輸
送
路
、

主
な
病
院
や
バ
ス
路
線
な

ど
を
優
先
的
に
除
雪
す
る

こ
と
。
国
道
・
県
道
と
の

相
互
連
携
を
図
る
こ
と
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

消
防
団
員
退
職
報

償
金
に
つ
い
て
、

予
算
で
は　

人
の
退
職
者

130

を
見
込
ん
で
い
た
が
実
際

は　

人
で
あ
っ
た
。
誤
差

83
を
防
ぐ
た
め
に
、
分
団
単

位
の
予
備
調
査
を
す
る
考

え
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
各
分
団

に
対
し
て
の
予
備

的
な
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
。
退
職
者
の
予
備
調

査
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
は
、
指

定
期
間
が
３
年
と

い
う
こ
と
で
債
務
負
担
行

為
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

今
回
、
指
定
期
間
が
５
年

に
な
る
理
由
は
何
か
。

こ
れ
ま
で
の
指
定

期
間
３
年
で
は
、

指
定
管
理
者
の
人
材
確
保

や
人
材
育
成
が
図
り
づ
ら

く
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
発

揮
し
づ
ら
い
と
い
う
課
題

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
、
公
募
、
非
公
募
を
問

わ
ず
、
指
定
期
間
は
、
５

年
を
基
本
と
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

武
石
地
区
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
施
設
条
例
廃
止

一
般
会
計
補
正
予
算

厚 生 委 員 会
●12月８日に開催し、条例案２件、予算案７件、事
件決議案１件、請願１件、陳情４件の審査を行い
ました。

環境建設委員会
●12月８日に開催し、条例案３件、予算案３件、事
件決議案５件、陳情１件の審査を行いました。

会員委任常
 
問

 
答

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
問

 
答

 
答

 
答 駐

車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

 
問
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問　

市
民
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
市
民
へ
の
周
知
と

安
心
し
て
利
活
用
で
き
る
た

め
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）平
成

　

年　

月
か
ら
個
人
番
号
の

27

10

通
知
、
平
成　

年
１
月
か
ら

28

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
に
つ

い
て
、
市
民
か
ら
多
く
の
問

い
合
わ
せ
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。
今
後
、
問
い
合
わ
せ
専

用
電
話
の
設
置
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
の
専
用
窓
口
の

設
置
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
悪
用
や
特
殊
詐
欺
対
策
へ

の
対
応
、
高
齢
者
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
、
出
前
講
座
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
活
用
し

周
知
を
図
る
。
特
に
高
齢
者

に
は
地
域
の
民
生
児
童
委
員

の
役
員
会
や
研
修
会
な
ど
の

場
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
。

問　

平
成　

年
１
月
か
ら
発

28

行
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
市
民
が
活
用
し
て
、
今
後

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

お
い
て
住
民
票
な
ど
証
明
書

類
の
発
行
業
務
を
含
め
上
田

市
独
自
で
行
う
住
民
サ
ー
ビ

ス
は
何
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）現
在
、

市
に
あ
る
印
鑑
登
録
証
、
市

民
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
な
ど
を
可
能
な
限
り

個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
統
一
し

た
い
。
ま
た
、
市
内
３
か
所

あ
る
自
動
交
付
機
に
よ
る
証

明
書
交
付
か
ら
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明

書
交
付
に
切
り
か
え
て
い
く
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
証
明
書
交
付
は
、
利
用
で

き
る
時
間
や
場
所
が
格
段
に

広
が
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
平
成　
28

年
１
月
か
ら
の
実
施
を
目
指

し
て
い
る
。

 
半
田　

大
介
議
員
（
公
明
党
）

マイナンバー制度　2013年５月の番号法成立により、年金の基礎年金番号、介護保険の被保険者番号など、 行政機関、自治体等が事務手続をする際に分野や組織を特定するための複数の番号
を同一人物の情報であることを確認できるように国民一人一人に個人番号と呼ばれる12桁の番号を付け、各分野、各機関が同じ番号を利用する制度。

2222222222222222222222222244444444444444444444444444人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人のののののののののののののののののののののののののの議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員がががががががががががががががががががががががががが市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううううううう
12月定例会一般質問要旨

　

月
定
例
会
の
一
般
質

12問
は　

月
１
日
間
か
ら

12

３
日
の
日
程
で
行
い
ま

し
た
。

問　

行
政
情
報
の
さ
ら
な
る

公
開
と
活
用
方
針
は
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）人
口

デ
ー
タ
、
農
林
業
、
商
工
業
、

健
康
、
教
育
な
ど　

分
野
の

17

統
計
資
料
を
デ
ー
タ
化
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
。
観
光
資
料
な
ど
既
に

あ
る
紙
媒
体
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
作
成
さ
れ
た
資
料
は
、

経
費
と
労
力
が
必
要
で
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
す
る
予
定
は

な
い
。
今
後
、
紙
媒
体
の
資

料
を
作
成
す
る
際
は
、
二
次

利
用
し
や
す
い
電
子
デ
ー
タ

化
に
対
応
す
る
よ
う
調
整
し

て
い
く
。
平
成　

年
３
月
に

27

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
で
、

統
計
デ
ー
タ
も
わ
か
り
や
す

く
て
利
用
し
や
す
い
も
の
に

し
、
未
公
開
デ
ー
タ
に
関
す

る
要
望
に
は
電
子
申
請
に
よ

る
受
付
を
設
け
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
活

用
に
関
す
る
ア
ク
セ
ス
管
理

体
制
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）シ
ス

テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
職

員
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り
認
証

し
、
所
属
部
署
で
ア
ク
セ
ス

権
限
を
設
定
し
、
パ
ス
ワ
ー

ド
は
３
か
月
ご
と
に
変
更
し

て
い
る
。
各
自
の
パ
ソ
コ
ン

へ
の
デ
ー
タ
は
保
存
で
き
な

い
体
制
で
、
デ
ー
タ
の
書
き

出
し
も
各
課
の
文
書
担
当
者

に
限
定
す
る
制
限
を
し
て
お

り
、
人
的
な
対
策
も
職
員
研

修
や
内
部
監
査
を
充
実
し
て

い
る
。
各
課
に
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
担
当
者
を
設
置
し
、

情
報
の
不
正
流
出
の
防
止
に

努
め
広
報
情
報
課
で
不
正
行

為
の
監
視
を
し
て
い
る
。
ア

ク
セ
ス
履
歴
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
の
４
市
町
村
合
併

18

時
か
ら
記
録
・
保
管
し
て
い

る
。

一
般
質
問

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化　

　

に
対
す
る
取
り
組
み

市
民
が
安
心
で
き
る　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

 
松
山　

賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

行
政
情
報
の
管
理
体
制



（7）

地方六団体　地方公共団体の首長の連合組織である全国知事会・全国市長会・全国町村会の執行3団体と、地方議会の議長の連合組織である全国都道府県議会議長会・全国市議会議長会・全国
町村議会議長会の議会3団体を合わせた6つの団体の総称。

問　

有
線
放
送
電
話
は
、
耐

用
年
数
を
大
き
く
超
え
て
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
故

障
で
放
送
不
能
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
能
を
有
す
る
音
声
告
知
放

送
シ
ス
テ
ム
が
最
も
有
効
な

手
段
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）市
の
立
場

と
し
て
は
、
多
く
の
市
民
が

求
め
る
も
の
で
、
利
用
の
広

が
り
が
期
待
で
き
、
防
災
の

面
だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活

に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
や

自
治
会
な
ど
の
事
業
で
の
活

用
や
情
報
格
差
の
解
消
な
ど

の
点
で
有
効
な
手
段
と
し
て
、

コ
ス
ト
面
も
加
え
て
検
討
し

て
い
る
。
な
る
べ
く
早
期
に

結
論
付
け
た
い
。

問　

平
成　

年
２
月
の
豪
雪

26

や
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
落
な

ど
の
際
、
建
設
業
者
の
尽
力

も
あ
り
、
安
全
で
快
適
な
都

市
の
魅
力
が
構
築
さ
れ
た
と

思
う
が
、
建
設
業
に
携
わ
る

皆
さ
ん
へ
の
市
の
支
援
は
ど

う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）特
に
建
設

現
場
の
担
い
手
不
足
、
若
年

労
働
者
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
雇
用
促
進
策
と
し

て
、
資
格
取
得
や
正
規
雇
用

に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
業
者
は
危
機
管

理
に
お
い
て
も
市
民
の
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
も
あ
る
の
で
、
今
後

も
支
援
・
育
成
に
努
め
た
い
。

問　

今
後
も
連
携
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

将
来
の
た
め
に
も
機
会
を
捉

え
、
技
術
懇
談
会
等
を
開
催

し
、
意
見
交
換
や
意
思
の
疎

通
を
図
り
た
い
。

寧
波
市
と
の
友
好
都
市
交
流

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
が
平
成　

年
４
月
に
施
行

27

さ
れ
る
。
生
活
保
護
受
給
世

帯
数
は
増
え
る
中
、
い
ず
れ

生
活
保
護
制
度
を
利
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
方
に
対
し
、
受

給
に
至
る
前
の
早
い
段
階
か

ら
の
対
策
が
必
要
。
法
の
施

行
を
控
え
、
モ
デ
ル
事
業
の

経
験
か
ら
今
後
は
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

住
宅
確
保
給
付
金
等
を
予
定

し
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実

績
を
十
分
検
証
し
、
よ
り
効

果
的
な
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

受
け
入
れ
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
に
は
、
関
係
機

関
と
の
連
携
が
必
要
だ
が
、

市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児

童
委
員
協
議
会
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
関

係
機
関
に
よ
る
上
田
地
域
協

議
連
絡
会
を　

月
中
旬
に
開

12

催
す
る
。
こ
の
他
、
庁
内
の

関
係
す
る
部
局
の
連
携
・
協

力
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　

林
産
作
業
行
程
の
中
で

林
地
残
材
の
搬
出
率
を
高
め

る
こ
と
や
松
く
い
虫
被
害
木

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
有

効
活
用
す
る
こ
と
で
、
林
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

が
率
先
し
て
公
共
施
設
の
更

新
時
期
の
ボ
イ
ラ
ー
を
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
シ
ス
テ
ム
に
転

換
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
の
需
要
を
創
出
し
、
新
た

な
雇
用
と
供
給
体
制
の
構
築

に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）公
共

施
設
の
既
存
設
備
の
状
況
、

燃
料
調
達
や
施
設
改
修
等
に

要
す
る
コ
ス
ト
な
ど
、
総
合

的
に
検
証
を
行
い
、
設
備
の

転
換
が
見
込
め
る
施
設
に
つ

い
て
は
、
導
入
に
向
け
た
検

討
を
し
て
い
く
。

市
民
へ
の　
　
　
　

　

情
報
伝
達
手
段

問　

地
域
協
議
会
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
予
算
に
反
映
し

て
い
く
の
か
。

答　
（
滝
沢
市
民
参
加
協
働

部
長
）
こ
れ
ま
で
９
つ
の
地

域
協
議
会
で
合
計　

件
の
提

58

言
や
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
に
実
施
し
た
主
な
事
業

は
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
や

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
整

備
、
循
環
バ
ス
や
路
線
バ
ス

な
ど
公
共
交
通
、
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
充

実
な
ど
。
今
年
度
は
、
依
田

川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協

働
事
業
や
真
田
氏
発
祥
の
郷

誘
客
事
業
ほ
か
観
光
関
連
事

業
、
ま
た
武
石
地
域
全
域
公

園
化
構
想
推
進
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
持
ち
寄
り
基
金
を

活
用
し
実
施
し
て
い
く
。

問　

国
が
打
ち
出
し
た
「
地

方
創
生
」
に
つ
い
て
、
地
方

六
団
体
が
ど
う
主
体
的
に
関

与
し
て
い
く
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）国
と
地
方

と
の
協
議
の
場
や
地
方
創
生

担
当
大
臣
と
の
意
見
交
換
会

に
お
い
て
、「
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

と
実
施
に
向
け
て
、
地
方
側

と
し
て
は
全
力
で
取
り
組
む

覚
悟
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

地
方
の
創
意
工
夫
を
最
大
限

生
か
す
観
点
か
ら
、
単
な
る

補
助
金
の
寄
せ
集
め
と
い
う

形
で
は
な
く
、
地
方
が
自
立

し
て
政
策
を
遂
行
す
る
た
め

の
自
由
度
の
高
い
包
括
的
な

交
付
金
、
あ
る
い
は
き
め
細

や
か
な
政
策
を
拡
充
、
強
化

す
る
た
め
の
地
方
交
付
税
の

充
実
」
を
要
望
し
た
。
上
田

市
と
し
て
も
、「
地
方
創
生
」

の
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
、

必
要
と
な
る
財
源
の
確
保
、

ま
た
規
制
緩
和
、
権
限
の
委

譲
等
に
つ
い
て
、
今
後
も
市

長
会
も
通
じ
な
が
ら
要
望
し

て
い
く
。

丸
子
温
泉
郷
の
振
興

上
田
市
の
財
政

そ
の
他
の
質
問
項
目

 
松
尾　

卓
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

 
宮
下　

省
二
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

建
設
業
に
対
す
る　

　
　
　

市
の
考
え
方

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー 

 

ト
・モ
デ
ル
事
業

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の 

　
 

利
用
促
進

 
久
保
田　

由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目



（8）

スカイランニング　舗装路以外の山野を走るトレイルランの一種で、標高2000メートル以上の山道を走ること。

問　

国
と
県
が
進
め
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
。

答　
（
小
山
教
育
長
）文
部
科

学
省
は
、
浦
里
小
学
校
と
川

西
小
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
。
３
年

経
過
し
た
浦
里
小
学
校
で
は
、

学
校
運
営
協
議
会
を
中
心
に

取
り
組
み
、
昨
年
度
は
延
べ

３
０
０
０
人
を
超
え
る
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
た
。
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
県
の
事

業
と
し
て
地
域
人
材
を
活
用

し
て
、
学
校
を
支
え
、
子
ど

も
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
を

育
む
。
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
や
資
質
向
上
が
課
題
で
あ

る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
状
況
と
利
用
者
の
増
加

対
応
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）全
小

学
校
区
に　

か
所
整
備
。
延

26

べ
利
用
者
数
は
平
成　

年
の

21

　

倍
。
定
員
を
上
回
る
施
設

1.4は
分
室
設
置
や
施
設
の
場
所

を
変
更
し
て
き
た
。

問　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

現
状
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）昨
年

度
の
不
登
校
者
数
は
小
学
校

　

人
、
中
学
校　

人
。
児
童

30

108

・
生
徒
が
学
校
に
来
る
こ
と

を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。
全
て
の
教
職
員

を
対
象
に
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
マ
イ
ン
ド
研
修
を
行
う
。

教
育
相
談
所
を
設
置
し
、
市

内
５
カ
所
に
中
間
教
室
を
開

設
し
て
お
り
、
学
習
指
導
等

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

小
中
学
校
施
設
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
と
通
学
路
の

安
全
確
保
の
取
り
組
み
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）平
成

　

年
度
末
に
お
け
る
全
て
の

24学
校
の
耐
震
化
率
は　

・
3

92

％
。
平
成　

年
度
に
は
完
了

28

予
定
。
小
学
校
通
学
路
の
危

険
箇
所
は
、　

地
点
で
引
き

58

続
き
関
係
機
関
と
検
討
し
て

い
く
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
加
入

状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

５
年
前
と
比
較
す
る
と　

歳
65

以
上
の
加
入
者
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
顕
著
で
、
年
金

を
主
た
る
収
入
と
す
る
年
齢

層
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も

一
因
と
し
て
、
国
保
加
入
世

帯
に
お
け
る
低
所
得
世
帯
の

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

相
談
窓
口
へ
の
主
な
相

談
内
容
と
相
談
に
対
す
る
対

応
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

窓
口
で
の
相
談
内
容
と
し
て

は
、
解
雇
・
離
職
等
に
よ
る

収
入
減
少
の
相
談
や
病
気
、

け
が
に
よ
る
臨
時
支
出
の
相

談
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。

対
応
と
し
て
は
、
生
活
状
況

全
般
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
収
入
・
支
出

・
資
産
状
況
等
の
確
認
が
で

き
る
資
料
提
出
を
お
願
い
し
、

生
活
実
態
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
で
、
適
し
た
納
付
方

法
に
よ
る
滞
納
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
、
納
付
を
お
願

い
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

事
業
の
安
定
的
か
つ
持
続
的

な
運
営
を
行
う
た
め
、
被
保

険
者
か
ら
応
分
の
負
担
を
お

願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
基
準
外
の
繰
出
金
は
、
総

合
的
見
地
か
ら
検
討
し
、
慎

重
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
経
済
不
況
と

な
っ
た
場
合
、
収
入
不
足
と

な
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、

都
道
府
県
移
行
後
も
安
定
的

な
事
業
運
営
の
面
か
ら
市
と

し
て
も
、
基
金
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

学
校
教
育

国
民
健
康
保
険

問　

外
国
人
旅
行
客
を
ど
う

上
田
に
呼
び
込
む
か
。

答　
（
関
商
工
観
光
部
長
）外

国
人
宿
泊
者
数
は
、　

年
が

25

６
８
０
４
人
と
県
下
で
も
多

く
は
な
く
、
今
後
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
お

も
て
な
し
の
心
の
醸
成
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発

信
等
誘
客
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
の
現
状

は
。

答　
（
小
山
教
育
長
）菅
平
高

原
に
お
い
て
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

合
宿
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
市
内
施
設
を
有
効
活
用

し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

振
興
に
努
め
て
い
く
。

問　

恵
ま
れ
た
自
然
や
首
都

圏
・
北
陸
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

新
幹
線
の
停
車
な
ど
地
域
特

性
を
活
か
し
て
、
ス
カ
イ
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
よ
る
地
域
振
興

が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
世

界
大
会
を
開
催
し
て
、
外
国

人
観
光
客
を
誘
致
す
る
取
り

組
み
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）ス
ポ
ー
ツ

資
源
と
し
て
の
菅
平
高
原
で

の
２
０
１
９
年
・
２
０
２
０

年
の
大
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組

み
、
小
諸
市
や
軽
井
沢
町
等

と
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地
域

と
し
て
の
魅
力
を
つ
く
り
、

展
開
を
図
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
、
競
技
者
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
や
支
援
を
し
て
い
く
。

問　

上
田
警
察
署
跡
地
へ
の

整
備
を
要
望
す
る
西
部
・
塩

尻
地
域
の
市
民
の
声
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
局
長
）

西
部
公
民
館
の
ま
ち
づ
く
り

拠
点
と
し
て
の
役
割
や
地
域

要
望
の
実
現
、
他
の
事
業
と

の
調
整
を
し
、
平
成　

年
度

27

の
実
施
計
画
に
お
い
て
事
業

計
画
が
具
体
化
で
き
る
よ
う

位
置
付
け
を
す
る
。

地
方
の
仕
事
づ
く
り

地
域
の
活
性
化

西
部
公
民
館
の
整
備

 
金
沢　

広
美
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

 
成
瀬　
 
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目



（9）

問　

産
学
官
連
携
支
援
施
設

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の
概
要
と
現
状
は
。

答　
（
関
商
工
観
光
部
長
）施

設
の
中
核
を
な
す
共
同
開
発

研
究
室
は　

室
あ
り
、
技
術

18

開
発
や
製
品
化
等
を
目
指
す

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

問　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の
役
割
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
（
関
商
工
観
光
部
長
）中

小
企
業
支
援
の
中
心
的
な
機

関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
重
要
な
施
設
と
考
え
て

い
る
。

問　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
と
の
連
携
に

つ
い
て
、
東
信
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
と
し
て
牽
引
し
て
い

く
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）千
曲
川
工

業
ベ
ル
ト
地
帯
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
に

よ
り
、
技
術
の
高
度
化
、
製

品
の
高
付
加
価
値
化
、
産
業

創
出
を
目
指
し
、
事
業
連
携
、

充
実
を
図
る
。

問　

オ
フ
ト
ー
ク
の
加
入
者

及
び
加
入
率
、
導
入
時
と
導

入
後
の
説
明
は
。

答　
（
渋
沢
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
加
入
世
帯
数

は　

戸
で
、
加
入
率
は　

・

994

71

5
％
。
導
入
時
の
説
明
は
、

全
自
治
会
を
対
象
に
地
区
説

明
会
を
開
催
し
た
。
導
入
後
、

十
数
年
が
経
過
し
、
交
換
機

械
の
製
造
中
止
や
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
の
本
年
度
末
で
の
サ

ー
ビ
ス
終
了
を
受
け
、
地
区

住
民
に
説
明
会
を
行
っ
た
。

問　

オ
フ
ト
ー
ク
が
廃
止
と

な
っ
た
場
合
の
代
替
は
。

答　
（
渋
沢
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
や
地
域
情
報
伝
達
無

線
な
ど
の
導
入
も
検
討
し
、

自
治
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
送
信
、

各
自
治
会
内
で
の
電
波
の
受

信
等
の
検
討
を
実
施
し
た
。

合
併
時
に
お
け
る
調
整
項
目

の
進
捗
状
況

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
職
員

配
置

問　

民
間
委
託
に
よ
る
職
員

の
削
減
が
、
技
師
の
確
保
や

技
術
継
承
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
か
。

答　
（
峰
村
上
下
水
道
局
長
）

各
種
研
修
等
を
活
用
し
て
専

門
技
術
の
習
得
を
行
う
な
ど

一
層
の
人
材
育
成
を
図
る
。

技
術
系
職
員
の
人
事
異
動
に

つ
い
て
も
経
験
年
数
等
を
考

慮
し
技
術
継
承
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
る
。

問　

資
源
循
環
型
施
設
建
設

対
策
連
絡
会
が
主
張
す
る

「
負
担
の
公
平
」に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）
諏
訪
部
・

秋
和
地
域
は
、
過
去
か
ら

様
々
な
迷
惑
施
設
が
集
中
し

て
お
り
、
今
日
ま
で
、
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
施
設
か
ら
利
益
を

受
け
る
圏
域
住
民
が
、
施
設

を
お
願
い
す
る
地
域
の
た
め

に
、
一
定
の
負
担
を
担
う
と

い
う
意
識
を
常
に
持
ち
続
け
、

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
「
意
見
交
換
会
の
再
開

を
お
願
い
し
て
い
く
」
と
い

う
が
、
関
係
自
治
会
も
含
め
、

市
長
自
ら
出
向
く
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）上
田
市
長

と
し
て
も
率
先
し
て
、
関
係

自
治
会
を
含
め
、
役
員
の
皆

様
に
お
会
い
し
お
願
い
し
て

い
く
。

問　

市
長
は
、
２
回
目
の
意

見
交
換
会
を「
と
り
や
め
る
」

と
い
う
連
絡
会
か
ら
の
申
し

入
れ
に
対
し
「
納
得
で
き
な

い
思
い
」
と
し
て
い
る
が
、

目
線
が
高
す
ぎ
な
い
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）突
然
の
申

入
れ
で
、
大
変
驚
い
た
と
い

う
と
こ
ろ
が
正
直
な
私
の
気

持
ち
。
早
期
に
問
題
点
を
整

理
し
、
意
見
交
換
会
の
再
開

を
正
式
に
対
策
連
絡
会
に
申

し
入
れ
る
。

上
下
水
道
料
金
徴
収

等
業
務
の
民
間
委
託

ご
み
問
題

 
松
井　

幸
夫
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

産
学
官
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

武
石
地
域
に
お
け
る　

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設

本会議を傍聴されたみなさんの声　
～こんなご感想・ご意見をいただきました～傍聴者

の声 　12月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ41人でした。
　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただ
いています。

　　　　　　　　　　　お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。

○私たちにとって身近な問題が多く、市政としての考え方を聞くことができ、良い機
会となりました。もっと若い人たちにも生の声を聞くことができるこういう議会傍
聴に参加してほしいと思いました。（60代 女性）
○自分たちの身近なことが話し合われていて、これからは配られるものをよく見させ
ていただきます。ますます住みよい市となりますよう！！（70代）

 
渡
辺　

正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目
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問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に

う
た
わ
れ
て
い
る
、
ス
ポ
ー

ツ
を
観
る
支
え
る
環
境
へ
の

取
り
組
み
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）将
来

を
見
据
え
た
整
備
計
画
で
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
プ
ラ
ン

を
進
め
る
。

問　

市
民
が
応
援
で
き
る
サ

ッ
カ
ー
競
技
環
境
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）ス
ポ

ー
ツ
施
設
整
備
基
本
構
想
を

策
定
中
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー

場
整
備
の
方
向
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

問　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
で
蓄
積
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
観
光
客
の
市
内
回
遊

に
活
用
で
き
な
い
か
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
も
含

め
観
光
振
興
に
結
び
付
く
よ

う
検
討
す
る
。

問　

ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の
協

力
で
、
市
や
真
田
氏
を
印
象

付
け
る
商
品
の
開
発
は
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）ワ
イ

ン
に
よ
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル

ス
は
、
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め

オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
製
造

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

２
０
１
６
年
開
催
の
主

要
国
首
脳
会
議
の
候
補
地
に

軽
井
沢
町
が
立
候
補
し
て
い

る
が
晩
餐
会
で
上
田
市
の
ワ

イ
ン
を
採
用
し
て
も
ら
う
よ

う
働
き
か
け
て
は
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）主
要

国
首
脳
会
議
の
晩
餐
会
に
提

供
さ
れ
れ
ば
上
田
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と

考
え
、
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
関
係
機
関
や

ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
等
へ
支
援

依
頼
を
す
る
。

問　

第
二
次
上
田
市
総
合
計

画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か

っ
た
こ
と
は
何
か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
局
長
）

「
住
み
や
す
い
ま
ち
か
」の
問

い
に　

・
3
％
が
住
み
や
す

81

い
と
回
答
し
、
平
成　

年
調

18

査
と
比
べ
て　

ポ
イ
ン
ト
上

4.8

昇
し
た
。
地
域
別
に
み
る
と
、

武
石
地
域
で
は
住
み
や
す
い

と
回
答
し
た
方
が　

％
で
前

57

回
よ
り
8
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
。
日
常
生
活
に
つ
い
て
は
、

真
田
地
域
で
不
便
と
感
じ
る

と
の
回
答
が　

・
7
％
で
前

56

回
よ
り　

・
7
ポ
イ
ン
ト
増

14

え
、
武
石
地
域
で
も
不
便
と

感
じ
る
と
答
え
た
方
が　

・
70

6
％
で　

・
6
％
も
増
え
た
。

42

住
み
に
く
さ
の
理
由
と
し
て
、

丸
子
地
域
で
は
ま
ち
に
魅
力

や
賑
わ
い
が
少
な
い
と
の
回

答
が　

％
で
前
回
に
比
べ　

53

12

ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。

問　

経
済
セ
ン
サ
ス
か
ら
わ

か
る
市
の
産
業
特
徴
は
何
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）農
業

に
つ
い
て
は
、
総
農
家
数
の

減
少
に
よ
り
、
小
さ
い
も
の

の
農
業
に
よ
り
収
入
を
得
る

販
売
農
家
か
ら
自
家
消
費
の

自
給
農
家
に
移
行
し
て
い
る
。

製
造
業
に
つ
い
て
は
、
売
上

高
は
県
下
５
位
で
あ
る
が
、

製
造
業
の
付
加
価
値
は
県
下

１
位
で
、
上
田
市
の
製
造
業

の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

問　

源
泉
管
理
の
課
題
は
何

か
。

答　
（
関
商
工
観
光
部
長
）温

泉
の
湧
出
量
や
温
度
を
安
定

的
に
確
保
す
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
特
に
ポ
ン
プ
施
設

の
老
朽
化
へ
の
対
応
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

霊
泉
寺
源
泉
の
今
後
の

活
用
は
ど
う
か
。

答　
（
片
山
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
霊
泉
寺
温
泉

の
活
性
化
策
を
総
合
的
に
考

え
る
中
、
旅
館
組
合
の
考
え

を
改
め
て
お
聞
き
し
、
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援

し
た
い
。

問　

去
る　

月
２
日
、「
文

10

化
の
薫
る
創
造
都
市
う
え

だ
」
の
拠
点
施
設
と
し
て
オ

ー
プ
ン
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
利
用
状
況
は
。

答　
（
宮
川
交
流
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
館
長
）
自
主
事
業

で
は
、
さ
だ
ま
さ
し
、
Ｎ
響
、

ピ
ア
ノ
開
き
コ
ン
サ
ー
ト
、

宝
塚
歌
劇
等
に
つ
い
て
は
、

１
万
５
０
０
０
人
が
来
場
。

「
山
本
鼎
の
す
べ
て
展
」
に
、

５
週
間
で
１
万
２
８
０
０
人

の
入
館
が
あ
っ
た
。
続
く
長

野
県
美
術
展
に
お
い
て
も
、

３
週
間
で
７
１
５
０
人
の
来

場
者
を
記
録
し
た
。
今
後
の

予
約
状
況
は
、
大
小
ホ
ー
ル

の
公
演
、
市
民
ア
ト
リ
エ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
等
の
予
約
に
つ
い

て
は
、　

カ
月
前
か
ら
予
約

13

を
受
け
付
け
て
い
る
。　

年
27

も
開
館
日
数
に
対
す
る
予
約

日
数
、
稼
働
率
は
大
ホ
ー
ル

で　

％
、
小
ホ
ー
ル
は　

％

78

70

と
い
う
状
況
で
、
休
日
や
週

末
を
中
心
に
予
約
が
い
っ
ぱ

い
の
状
況
で
あ
る
。

問　

現
在
や
ぐ
ら
下
に
８
台

分
の
大
型
観
光
バ
ス
専
用
の

駐
車
場
が
あ
る
が
、
不
足
分

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
（
清
水
都
市
建
設
部
長
）

大
型
車
に
対
応
し
た
駐
車
場

と
し
て
、
や
ぐ
ら
下
庁
舎
の

跡
地
に
、　

台
程
度
収
容
で

30

き
る
駐
車
場
整
備
を
進
め
て

い
く
。

問　

観
光
客
へ
の
食
事
処
な

ど
の
情
報
提
供
や
連
携
は
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
局
長
）

現
在
の
回
遊
コ
ー
ス
の
再
検

討
を
行
い
、
食
事
処
マ
ッ
プ

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
り

組
み

統
計
調
査
等
の　
　
　

　
　
　
　

デ
ー
タ
活
用

観
る
ス
ポ
ー
ツ
、　

支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　
　

環
境
整
備

観
光
客
が
市
内
回
遊

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

 

ア
ー
カ
イ
ブ
活
用  

温
泉
源
泉
の　
　
　

　
　
　

管
理
と
活
用

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の

　
　
　
　

利
用
状
況

 
金
子　

和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
佐
藤　

清
正
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

ワ
イ
ン
を
活
用
し
た　

　

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス

 
原　

栄
一
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

大
型
観
光
バ
ス
の　

　
　

駐
車
場
整
備

観
光
客
へ
の　
　
　

　

お
も
て
な
し
の
心

そ
の
他
の
質
問
項
目
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行旅人　条例で定義づけられる移動中の人や漂泊中の人のこと。身寄りを持たない、または身分を証明するものを持たない行旅人が死亡した場合には、行旅死亡人として扱われる。

問　

松
く
い
虫
の
侵
食
が
止

ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
上
田
の
ア
カ

マ
ツ
は
全
滅
す
る
。
市
が
進

め
て
き
た
防
除
対
策
は
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。
被
害
を
止

め
る
た
め
に
は
空
中
散
布
が

一
番
効
果
が
あ
る
と
専
門
家

は
言
っ
て
い
る
。
空
中
撒
布

を
再
開
す
る
計
画
は
あ
る
の

か
。
自
治
会
な
ど
が
総
意
と

し
て
、
空
中
撒
布
を
要
請
し

し
た
場
合
、
市
は
ど
う
受
け

止
め
る
の
か
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）市
が

進
め
て
き
た
防
除
対
策
は
、

伐
倒
薫
蒸
処
理
を
中
心
に
、

地
上
薬
剤
散
布
、
樹
幹
注
入
、

樹
種
転
換
な
ど
で
あ
る
。
松

く
い
虫
の
被
害
は
、　

年
度
、

24

　

年
度
は
２
万
㎥
を
超
え
る

25被
害
量
と
な
っ
て
い
る
。
国
、

県
の
補
助
金
は
、
大
幅
に
削

減
さ
れ
被
害
量
に
対
し
て　
40

％
か
ら　

％
で
あ
る
。
こ
の

50

た
め
、
被
害
を
止
め
る
こ
と

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
空

中
散
布
は
、
健
康
被
害
を
訴

え
る
方
々
か
ら
の
中
止
要
請

な
ど
を
踏
ま
え
、　

年
度
か

21

ら
中
止
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
健
康
被
害
と
の
因
果

関
係
が
明
確
に
立
証
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
空
中

散
布
を
再
開
す
る
こ
と
は
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
会
か
ら
の
空
中
散
布
の

要
請
を
受
け
た
場
合
の
対
応

は
、
他
に
代
替
で
き
る
効
果

的
な
実
施
方
法
が
な
い
こ
と
、

法
令
や
基
準
を
遵
守
し
、
安

全
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
、

化
学
物
質
過
敏
症
な
ど
、
人

へ
の
安
全
性
の
確
保
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
基

本
方
針
を
踏
ま
え
、
リ
ス
ク

に
対
し
て
相
互
の
意
思
疎
通

と
理
解
を
図
り
な
が
ら
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

土
曜
日
授
業
の
再
開

問　

行
旅
人
が
、
過
去
５
年

間
で
市
が
扱
っ
た
行
旅
人
の

病
死
人
の
数
と
、
入
院
・
治

療
等
と
回
復
後
の
扱
い
、
死

亡
時
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

　

行
旅
死
亡
人
は
３
人
で
、

病
人
は
い
な
い
。
行
旅
病
人

が
治
療
費
を
払
え
な
い
時
は
、

市
が
立
替
え
て
、
後
日
県
に

請
求
す
る
。
回
復
後
は
、
隣

の
行
政
区
ま
で
の
交
通
費
と

パ
ン
代　

円
を
支
給
で
き
る
。

200

生
活
保
護
は
、
相
談
に
応
じ

る
。
死
亡
時
は
火
葬
等
、
最

小
限
の
対
応
で
、
本
人
記
録

を
添
付
し
、
市
霊
園
に
埋
葬

後
、
官
報
に
掲
載
す
る
。

問　

国
保
加
入
者
へ
の
葬
祭

費
補
助
５
万
円
の
他
に
、
救

済
制
度
は
で
き
な
い
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

他
市
に
例
は
あ
る
が
、
市
で

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

市
指
定
の
保
存
樹
木
は
。

答　
（
甲
田
農
林
部
長
）指
定

保
存
樹
木
は　

本
、
保
存
樹

46

林
は　

カ
所
で
、
面
積
は
４

17

　

で
あ
る
。

ha問　

観
光
地
に
あ
る
樹
木
も

あ
り
、
調
査
と
地
元
自
治
会

へ
の
支
援
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）条
例

の
規
定
に
基
づ
い
て
対
応
し

て
い
く
。

問　

自
然
運
動
公
園
プ
ー
ル

の
修
繕
と
ス
タ
ッ
フ
の
技
能

向
上
と
処
遇
の
改
善
は
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）損
傷

部
分
を
補
修
し
、
来
シ
ー
ズ

ン
に
間
に
合
わ
せ
る
。
非
常

勤
職
員
の
賃
金
規
定
が
あ
り
、

特
別
手
当
の
支
給
は
困
難
だ

が
、
大
変
過
酷
な
仕
事
と
認

識
し
て
い
る
。
応
募
者
に
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
工
蘇
生
等
救
命

講
習
を
義
務
付
け
て
い
る
。

松
く
い
虫
防
除
対
策

行
旅
病
死
人
と
生
活

困
窮
市
民
へ
の
対
応

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
小
坂
井　

二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

市
が
指
定
し
た
天
然

記
念
物
と
保
存
樹
木

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～傍聴者
の声 ○議会報等が配られてくるが、ゆっくり読む時間もなく、どんな討議がされて

いるのか関心を持たなかったが、議会を傍聴して現実の問題をわかりやすく

答弁している姿を見て、大変勉強になりました。比較的若い議員さんの発

言がわかりやすく、てきぱきとした態度が気持よい。（60代　女性）

○初めて議会を傍聴し、実際の様子がわかりました。質問は難しいことと身近な

ことがあり、身近なことはわかりましたが、聞き慣れない用語もあり、理解で

きない内容がありました。（60代 女性）

 
井
沢　

信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目

自
然
運
動
公
園　

　

プ
ー
ル
の
現
状
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問　

上
田
市
体
育
協
会
の
目

標
達
成
に
向
け
、
助
言
や
要

望
を
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
長
野

国
体
開
催
を
見
据
え
、
市
と

し
て
協
会
に
期
待
す
る
点
や

要
望
事
項
は
何
か
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）協
会

に
加
盟
す
る
競
技
団
体
に
は
、

指
導
者
育
成
に
加
え
、
幅
広

い
世
代
が
参
加
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
も

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
体
開
催
に

向
け
、
重
点
的
に
強
化
す
る

競
技
種
目
を
選
定
し
、
出
場

を
目
指
す
選
手
の
育
成
に
向

け
、
競
技
団
体
の
意
向
を
確

認
し
、
調
整
を
望
み
た
い
。

問　

市
の
考
え
る
将
来
的
な

市
営
住
宅
の
あ
り
方
は
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

計
画
で
は
、
修
繕
や
設
備
改

善
を
す
る
団
地
と
将
来
建
て

替
え
を
す
べ
き
団
地
、
順
次

解
体
工
事
を
行
う
べ
き
団
地

の
３
種
類
の
活
用
方
針
を
定

め
整
備
を
進
め
て
い
る
。
良

質
で
安
定
し
た
住
宅
の
供
給

及
び
低
所
得
者
、
被
災
者
等

へ
の
住
宅
確
保
に
配
慮
し
、

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
々

の
居
住
の
安
定
が
図
ら
れ
る

よ
う
事
業
を
実
施
す
る
。

問　

合
併
特
例
債
や
合
併
算

定
替
の
終
了
に
よ
り
普
通
交

付
税
が
少
な
く
な
り
、
人
口

減
少
な
ど
も
進
む
と
市
財
政

は
難
し
い
舵
取
り
と
な
る
が

ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）今
後
も
行

財
政
改
革
を
推
進
す
る
一
方
、

「
健
幸
都
市
」の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
人
口
減
少
対
策
や

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

重
点
分
野
の
財
源
の
優
先
的

な
配
分
に
よ
る
事
業
の
選
択
、

集
中
、
ま
た
、
基
金
の
効
果

的
な
活
用
、
合
併
特
例
終
了

後
の
交
付
税
水
準
に
対
応
で

き
得
る
、
持
続
可
能
な
行
財

政
構
造
の
確
立
に
向
け
て
進

め
る
。

問　

市
は
国
の
地
方
創
生
施

策
の
受
け
入
れ
に
当
た
り
、

市
民
各
層
、
各
界
の
意
見
の

反
映
に
む
け
て
諮
問
機
関
等

の
設
置
の
方
針
は
な
い
か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
局
長
）

行
政
の
み
で
取
り
組
め
る
も

の
で
は
な
く
、
戦
略
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
民
間
の
発
意

の
汲
み
上
げ
、
民
間
事
業
者

や
団
体
の
意
見
を
い
た
だ
き

取
り
入
れ
て
ゆ
く
。

問　

地
方
創
生
施
策
は
、
定

住
自
立
圏
域
構
想
の
市
町
村

と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
が

方
針
は
ど
う
か
。

答　
（
金
子
政
策
企
画
局
長
）

生
活
圏
、
通
勤
圏
が
密
接
な

市
町
村
と
の
連
携
は
効
果
が

期
待
で
き
る
。
中
心
市
と
し

て
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
議

論
し
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

地
方
創
生
施
策
に
向
け

た
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
方

針
は
ど
う
か
。

答　
（
鈴
木
財
政
部
長
）国
の

方
針
、
動
き
な
ど
、
情
報
収

集
に
努
め
、
市
の
方
針
と
の

整
合
を
図
り
、
可
能
な
も
の

は
盛
り
込
ん
で
い
く
。

問　

市
長
の
地
方
創
生
施
策

へ
の
所
信
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）
ま
ち
、
ひ

と
、
し
ご
と
を
掲
げ
た
創
生

法
は
市
が
め
ざ
す
「
健
幸
都

市
」
づ
く
り
と
方
向
性
を
一

致
す
る
も
の
と
受
け
止
め
、

期
待
感
を
持
っ
て
い
る
。
第

二
次
上
田
市
総
合
計
画
に
市

の
特
性
を
活
か
し
た
創
生
施

策
を
取
り
入
れ
、「
健
幸
都

市
う
え
だ
」
の
実
現
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

保
育
園
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
田
口
こ
ど
も
未
来
部

長
）
個
別
に
給
食
を
対
応
す

る
園
児
が　

人
い
る
。

150

問　

市
内
小
中
学
校
に
お
け

る
電
子
黒
板
の
活
用
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）全
て

の
先
生
が
電
子
黒
板
の
機
能

を
使
い
こ
な
し
切
れ
て
い
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
る
の
で
、

新
し
い
情
報
機
器
を
用
い
た

授
業
づ
く
り
の
研
修
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
は
、
普
通
学
級

で
は
モ
デ
ル
校
で
の
検
証
を

行
っ
た
上
で
今
後
の
整
備
計

画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
特

別
支
援
学
級
に
は
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
配
備
を
進
め
る
。

問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お

け
る
市
内
小
中
学
生
の
現
状

と
課
題
は
ど
う
か
。

答　
（
小
山
教
育
長
）小
学
生

は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
中
学
生
は
全
国
平
均
を

下
回
る
。
家
庭
で
の
学
習
時

間
の
短
さ
を
改
善
す
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問　

中
学
生
に
毎
日
課
さ
れ

て
い
る
「
提
出
ノ
ー
ト
」
は
、

提
出
す
る
こ
と
が
目
的
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
も

提
出
の
確
認
を
行
う
の
み
で

中
身
に
つ
い
て
の
指
導
が
な

い
。
こ
う
い
う
宿
題
の
与
え

方
が　

年
以
上
も
続
い
て
い

10

る
こ
と
を
疑
問
に
思
う
が
教

育
委
員
会
の
見
解
を
尋
ね
る
。

答　
（
小
山
教
育
長
）ノ
ー
ト

を
提
出
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
し
た
ら
大
き
な
問
題
だ
。

授
業
の
中
で
家
庭
学
習
の
成

果
を
確
認
で
き
る
よ
う
改
善

を
図
る
。

問　

学
力
上
位
県
と
上
田
市

の
中
学
生
と
の
間
に
学
力
差

が
で
き
る
原
因
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

答　
（
小
山
教
育
長
）学
力
上

位
県
で
は
、
計
画
を
立
て
て

家
庭
学
習
を
し
、
日
々
の
授

業
に
対
す
る
予
習
、
復
習
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
児
童

・
生
徒
が
多
い
。

市
財
政
の
今
後

体
育
協
会
に
対
す
る
考
え

地
方
創
生
施
策
と　
　

第
二
次
総
合
計
画
策
定

　

に
向
け
た
取
り
組
み

学
校
教
育

食
育
と
子
ど
も
の　

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

 
山
田　

英
喜
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
池
田　

総
一
郎
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

市
営
住
宅

 
深
井　

武
文
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問
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集落捕獲隊　集落リーダーと農業者・狩猟者等で構成され、集落ぐるみで有害鳥獣の捕獲促進を図る体制。

問　

太
陽
光
発
電
の
補
助
金

の
交
付
状
況
、
次
年
度
の
補

助
金
の
予
定
。
ま
た
、
小
水

力
発
電
の
導
入
促
進
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

答　
（
峰
村
生
活
環
境
部
長
）

補
助
金
交
付
の
状
況
は
、
平

成　

年
度
は
補
助
件
数　

件

25

727

で
、
補
助
金
総
額
は
約
8
5

0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

次
年
度
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

国
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
の
動
向
や
、
こ
れ
ま
で
補

助
を
受
け
て
い
る
人
と
の
公

平
性
や
連
続
性
に
つ
い
て
考

慮
し
た
上
で
、
慎
重
に
判
断

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
小
水
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
電
力
の
買
い
取
り
価
格

の
動
向
や
小
水
力
発
電
設
備

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
化
な
ど
の

技
術
の
進
歩
等
に
つ
い
て
注

視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
小

水
力
発
電
へ
の
支
援
の
方
法

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

く
。

問　

上
田
市
の
観
光
情
報
を

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
て
発
信
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答　
（
西
入
教
育
次
長
）東
御

市
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

来
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
に
よ
る
観

光
情
報
と
と
も
に
、
観
光
情

報
を
提
供
で
き
る
有
効
な
ツ

ー
ル
の
一
つ
と
し
て
捉
え
な

が
ら
、
既
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
実
施

し
て
い
る
他
の
先
進
自
治
体

等
で
の
運
用
方
法
や
課
題
を

参
考
に
今
後
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
田
城
復
元

コ
ウ
ノ
ト
リ

問　

自
治
セ
ン
タ
ー
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
や
既
存
施
設
を
設

置
場
所
の
候
補
に
し
て
い
る

が
、
堅
牢
な
建
物
で
な
お
か

つ
一
定
規
模
を
確
保
で
き
る

既
存
の
公
共
物
件
は
あ
る
の

か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）既
存

施
設
の
活
用
を
第
一
に
考
え
、

現
在
候
補
施
設
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
目
録
作
成
が
終

了
し
た
公
文
書
と
旧
市
町
村

誌
編
さ
ん
時
の
資
料
を
併
せ

る
と
、
書
架
延
長
に
し
て
約

　

㎞
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

1.6る
必
要
が
あ
る
。
施
設
の
検

討
に
当
た
っ
て
は
、
耐
震
補

強
工
事
の
必
要
が
な
い
施
設

を
中
心
に
選
定
し
て
い
く
。

問　

上
田
新
風
会
で
沖
縄
県

立
公
文
書
館
の
行
政
視
察
を

行
な
っ
た
が
、
地
道
で
膨
大

な
作
業
を
毎
日
毎
日
延
々
と

や
り
続
け
る
こ
と
が
公
文
書

館
の
仕
事
で
あ
り
、
使
命
で

も
あ
る
と
感
じ
た
。
職
員
体

制
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）公
文

書
館
の
業
務
は
、
文
書
の
収

集
か
ら
整
理
、
保
管
、
活
用
、

調
査
研
究
活
動
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
取
り
扱
い
文
書
の

特
殊
性
か
ら
行
政
事
務
に
精

通
し
た
職
員
や
古
文
書
に
対

す
る
知
識
を
有
す
る
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
上
田
市
も
収
集
す
る
文

書
の
取
捨
選
択
方
法
や
受
け

入
れ
た
文
書
の
整
理
方
法
な

ど
、
公
文
書
館
で
行
う
業
務

を
精
査
し
、
適
正
な
人
員
体

制
を
検
討
し
た
い
。

問　

公
文
書
館
建
設
に
向
け

て
今
後
の
方
向
づ
け
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）現
在
各
担

当
部
局
で
公
文
書
館
の
あ
り

方
を
様
々
な
視
点
か
ら
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
方
向
性
も

定
ま
り
つ
つ
あ
る
。
並
行
し

て
進
め
て
い
た
公
文
書
館
へ

移
管
す
る
文
書
の
現
状
把
握

も
終
了
し
て
、
い
よ
い
よ
具

体
的
な
施
設
整
備
に
つ
い
て

検
討
す
る
段
階
に
入
っ
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

公
文
書
館
の
建
設

観
光
政
策

そ
の
他
の
質
問
項
目

・議会の傍聴はどなたでもできます。

・事前予約は必要ありません。

・手続きは傍聴券を受け取るだけ。氏名等をご記入いただく必要は

ありません。

上田市議会ホームページでご覧いただくか、議会事務局へお問い合

わせいただき議会日程を確認の上、お出かけください。

お問い合わせ　上田市議会事務局：0268（22）0452

議会傍聴へお越しください。
議会では、市民の皆さんの身近な問題や、上田市の

予算や政策についてなど、さまざまな課題について

活発な議論が交わされています。

傍聴
案内

 
三
井　

和
哉
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

 
林　

和
明
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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問　

市
内
３
地
区
を
選
定
し

「
地
域
経
営
会
議
」設
置
に
向

け
て
協
議
中
で
あ
る
が
、
そ

の
状
況
と
モ
デ
ル
地
区
以
外

の
地
域
で
の
「
地
域
経
営
会

議
」
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
る
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）
神
科
・
豊

殿
地
区
に
お
い
て
は
、
地
域

性
が
大
き
く
異
な
る
上
に
、

既
に
両
地
区
そ
れ
ぞ
れ
を
単

位
と
し
て
振
興
団
体
が
置
か

れ
、
自
主
的
に
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
た
め
、
神
科
地

区
と
豊
殿
地
区
の
二
つ
の
部

会
を
設
置
し
て
相
互
に
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。
川
西

地
区
で
は
、
地
域
協
議
会
と

地
区
自
治
会
連
合
会
が
同
一

エ
リ
ア
と
い
う
地
域
的
ま
と

ま
り
の
中
で
、
比
較
的
早
い

段
階
で
「
地
域
経
営
会
議
」

の
設
置
の
方
向
性
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
丸
子
地
区
で
は
、

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
が
積
極

的
に
地
区
自
治
連
単
位
で
の

懇
談
会
や
各
種
団
体
と
の
意

見
交
換
会
を
重
ね
、
地
域
協

議
会
を
中
心
に
先
進
地
の
視

察
も
行
い
な
が
ら
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
３
地

区
で
は
今
年
度
末
を
目
途
に

「
地
域
経
営
会
議
」を
設
置
す

る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

モ
デ
ル
地
区
以
外
で
の
「
地

域
経
営
会
議
」
の
検
討
状
況

は
、
来
年
度
以
降
の
設
置
に

向
け
て
地
域
の
理
解
を
深
め

て
い
る
。

問　

ま
だ
ま
だ
「
地
域
経
営

会
議
」
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
理
解
が
薄
い
が
ど
の
様
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答　

今
後
に
つ
い
て
は
、
モ

デ
ル
地
区
に
お
い
て
「
地
域

経
営
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
、
身
近
な
事
例
と

し
て
モ
デ
ル
地
区
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
な
が
ら
住
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
重
ね
、

市
内
全
域
で
の
地
域
経
営
会

議
の
設
置
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。

地
方
創
生

地
域
ブ
ラ
ン
ド

問　

つ
ち
や
湧
水
、
滝
の
入

湧
水
は
、
水
源
地
の
大
日
向

自
治
会
と
基
本
合
意
書
が
交

わ
さ
れ
、
日
本
一
の
湧
水
が

市
の
水
源
と
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
取
水

量
の
算
定
根
拠
と
水
量
・
水

質
の
調
査
状
況
は
。

答　
（
峰
村
上
下
水
道
局
長
）

取
水
量
は
一
日
６
８
０
０
㎥
。

こ
れ
は
総
湧
水
量
の
３
分
の

１
で
生
活
用
水
や
自
然
環
境

に
は
影
響
な
い
。
水
量
・
水

質
は
、
３
～
４
年
の
調
査
が

行
わ
れ
非
常
に
良
質
。

問　

管
路
と
給
水
時
期
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
（
峰
村
上
下
水
道
局
長
）

管
路
に
つ
い
て
は
、
大
日
向

自
治
会
水
道
事
業
対
策
委
員

会
と
検
討
し
、
年
内
に
決
定

す
る
。
給
水
は
、
上
流
側
か

ら
整
備
し
、
一
番
近
い
大
日

向
地
区
は
平
成　

年
度
中
を

29

目
途
に
給
水
。
事
業
期
間
は

平
成　

年
ま
で
。

31

問　

利
用
廃
止
湧
水
を
災
害

時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
。

答　
（
峰
村
上
下
水
道
局
長
）

利
用
廃
止
の
水
源
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
用
と
し
て
利
用
す
る
。

問　

費
用
対
効
果
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
上
下
水
道
局
長
）

総
事
業
費　

億
円
に
対
し
、

16

今
事
業
で
年
間
６
０
０
０
万

円
の
経
費
を
削
減
。　

年
間

27

で
事
業
費
相
当
の
回
収
が
可

能
。

問　

真
田
地
域
に
お
い
て
、

傍
陽
地
区
の
み
給
水
の
計
画

が
な
い
理
由
は
何
か
。
同
地

区
の
湧
水
の
水
量
・
水
質
は

安
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

同
様
に
湧
水
を
利
用
す
る
武

石
地
域
に
つ
て
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
上
下
水
道
局
長
）

傍
陽
地
区
は
、
ポ
ン
プ
施
設

が
必
要
と
な
る
な
ど
費
用
が

膨
大
と
な
る
こ
と
か
ら
計
画

が
さ
れ
て
い
な
い
。
傍
陽
・

武
石
地
区
の
湧
水
は
、
水
量

が
安
定
し
、
水
質
に
つ
い
て

も
紫
外
線
照
射
装
置
等
の
設

置
を
進
め
水
質
向
上
を
図
る
。

真
田
地
域
簡
易
水
道

統
合
事
業
と　
　

　
　
　
　

湧
水
利
用

初音ミク　メロディと歌詞を入力することで合成音声によるボーカルパートやバックコーラスを作成できる音声合成ソフトの製品名及びキャラクター。

地
域
内
分
権
に
つ
い
て

問　

三
年
前
の
一
般
質
問
の

中
で
、
指
定
管
理
者
の
労
務

管
理
に
つ
い
て
問
題
点
を
指

摘
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
改
善
が
な
さ
れ
た
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）基
本

協
定
締
結
の
際
に
、
従
業
員

の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保

に
関
す
る
条
項
を
明
文
化
し

た
。
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
評
価
に
お
い
て
研
修
を
強

化
す
る
な
ど
、
労
務
管
理
に

関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
き
た
。

問　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
は
、

そ
の
専
門
性
を
考
慮
す
る
と
、

担
当
課
別
で
は
な
く
業
種
別

に
チ
ー
ム
を
編
成
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
第
三
者
評
価
を
導
入
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答　
（
武
井
総
務
部
長
）担
当

課
以
外
の
者
も
加
え
た
チ
ー

ム
に
よ
る
評
価
は
、
相
対
評

価
が
可
能
と
な
る
な
ど
有
効

な
評
価
方
法
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
第
三
者

評
価
も
含
め
て
、
先
進
事
例

等
を
研
究
し
て
い
く
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
移
行
に
関
す
る
市
の
方

針
は
ど
う
か
。

答　
（
小
山
教
育
長
）国
や
県
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
あ
る

が
、
市
と
し
て
は
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
目
的
に
、
地

域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
進
め

て
い
く
。

問　

こ
の
制
度
を
広
く
市
民

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

啓
発
活
動
は
進
ん
で
い
る
か
。

ま
た
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
育
成
の
現
状
は
ど
う
か
。

答　
（
小
山
教
育
長
）こ
れ
ま

で
も
講
演
会
の
開
催
等
を
行

っ
て
き
た
が
、
今
後
は
さ
ら

に
出
前
講
座
も
活
用
し
周
知

を
図
っ
て
い
く
。
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
に
つ

い
て
も
、
従
来
の
研
修
の
他
、

お
互
い
に
情
報
交
換
の
で
き

る
場
を
設
け
て
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・　

　
　
　

ス
ク
ー
ル

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
安
藤　

友
博
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
土
屋　

勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
佐
藤　

論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
項
目
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問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
ム

の
概
要
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

要
介
護
状
態
で
も
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
住
み
な
れ
た
自
宅

や
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ

る
み
で
支
え
て
い
く
仕
組
み

で
あ
る
。

問　

要
支
援
者
の
訪
問
・
通

所
介
護
事
業
の
市
の
「
新
し

い
総
合
事
業
」
へ
の
移
行
時

期
は
平
成　

年
４
月
と
す
べ

29

き
で
は
な
い
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
整

理
し
、
遅
く
と
も
平
成　

年
29

４
月
か
ら
は
開
始
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
介
護

保
険
運
営
協
議
会
の
意
見
等

を
聞
き
、
適
切
な
時
期
に
円

滑
に
移
行
し
て
い
く
。

問　
「
新
し
い
総
合
事
業
」の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
含
む

担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
介
護
保
険
事
業

者
の
他
に
有
料
で
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

団
体
等
と
の
協
議
も
検
討
し
、

ま
た
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も

担
い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

生
活
保
護
費
引
き
下
げ
、

年
金
の
減
額
等
に
よ
り
生
活

苦
が
広
が
っ
て
い
る
。
平
成

　

、　

年
度
に
実
施
し
た
、

19

20

市
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
冬

期
間
の
灯
油
等
の
購
入
補
助

の
実
施
を
提
案
す
る
。

答　
（
小
林
健
康
福
祉
部
長
）

灯
油
価
格
は
高
止
ま
り
状
況

だ
が
、
本
年
度
の
冬
期
間
の

平
均
気
温
は
例
年
よ
り
も
高

め
と
の
予
報
が
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
し
、

現
時
点
で
は
、
対
象
世
帯
へ

の
灯
油
購
入
補
助
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

地
域
包
括　
　
　
　

　
　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
古
市　

順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

低
所
得
者
対
策

12月定例会　請願・陳情の審査結果

陳情
審査結果提　出　者件　名

採　択
社会福祉法人上田市社会福祉協議会
会長　丸山正明　氏ほか６人

総合福祉センター建設に関する陳情

趣旨採択
上小山びこ会（精神障がい者家族会）
会長　吉本千賀子　氏

精神障がい者も病院でなく地域社会の中
で自分らしく暮らせることを求める陳情

不採択
長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林吟子　氏

介護従事者の処遇改善を求める陳情

不採択
長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林吟子　氏

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善
・大幅増員を求める陳情

趣旨採択
在日本大韓民国民団長野県東信支部　
団長　金朝樹　氏

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁
止し処罰する法律の制定を求める陳情

趣旨採択
信州うえだ農業協同組合　
代表理事組合長　芳坂榮一　氏

農業・農協改革に関する陳情

請願
審査結果提　出　者件　名

不採択
上小地域「９条の会」連絡会　代表　島田佳
幸　氏　ほか10人（紹介議員　成瀬拓議員）

集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回
することを求める請願

継続審査
新日本婦人の会上田支部　支部長　深町吉
恵　氏（紹介議員　成瀬拓議員）

インフルエンザ予防接種自己負担額軽
減のための助成を求める請願
（継続審査中）

※次回の3月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は、2月24日（火）の午後3時です。
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平成２６年度上田市議会報告会における意見交換
　

昨
年
、　

月　

日（
月
）か
ら　

日（
日
）

１０

２０

２６

ま
で
、
市
内
9
会
場
で
開
催
し
た
、
平
成

　

年
度
上
田
市
議
会
報
告
会
に
は
、　

人

２６

３８７

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

会
か
ら
は
、
4
つ
の
常
任
委
員
会
と
2
つ

の
特
別
委
員
会
か
ら
活
動
報
告
を
行
い
、

引
き
続
き
、
参
加
者
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会
で
は
、
昨
年
ご
要

望
の
声
が
多
か
っ
た
、
意
見
交
換
の
時
間

を
延
長
し
実
施
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
行

わ
れ
た
意
見
交
換
の
一
部
を
会
場
ご
と
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　昨年２月の大雪の際の対応はどうだったか。
Ａ　100年に一度といわれる大雪で、幹線道路は除雪に

あたることができたが、生活道路まで作業が追い付
かなかった。市では、除雪対応の強化をしていく。

Ｑ　地域医療の整備はどうなっているのか。
Ａ　60億円かけて行われた上小医療・圏地域地域医療再

生計画は昨年終了した。医師も57人に増え、さらに
確保や、緊急医療体制の整備もしっかり行われるよ
う注視する。

Ｑ　議員提案などをしているのか。
Ａ　議員提案については上田市議会の場合、賛同する議

員が３人以上いれば行うことができる。議会基本条
例に基づき、議員間討議を積極的に行い、議員提案
につなげていきたい。

Ｑ　長野大学の公立大学法人化についての取り組みはど
うなっているのか。

Ａ　長野大学からの要請を受け、公立大学法人化検討委
員会が設置されており、この委員会の判断を受け、
市としてさらに検討することになっている。

Ｑ　学校・保育園の老朽化対策はどうか。
Ａ　９月定例会で未実施施設について耐震化の予算が付

けられ、順次進めている。

城 南 公 民 館上野が丘公民館

Ｑ　議員３０人が共通意識を持つ場を持っているのか。
Ａ　議員間討議の実施については、現在、議会機能強化

特別委員会で検討を行っている。議会全体で議論を
深めていくことが大切だが、最終的な、賛成・反対
は、多数決で決めることが民主主義の原則である。

Ｑ　西部公民館建て替えの要望について、どうなってい
るのか。

Ａ　議長に要望書が提出されており、重く受け止めてい
る。総務文教委員会の委員全員が課題について、認
識をしている。

Ｑ　空き家対策について空き家は把握してもらっている
が、その先がなかなか進まない状況だがどうなって
いるのか。

Ａ　老朽化した空き家対策については、全国的な問題に
なっている。一自治体で解決できる問題ではないの
で、国にも要望をあげているところである。空き家
条例の中で取り壊しのための補助金を出している自
治体もあるので、今後調査研究していきたい。

Ｑ　子育て支援新制度がスタートする。この中身はどん
なものなのか。

Ａ　保育時間が８時間から１１時間に延長される。延長保
育料がかからなくなる分、子育て支援につながるも
のと思う。

サントミューゼ西 部 公 民 館

塩田公民館でのようす
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Ｑ　消防団員の多くはサラリーマンで、仕事や家族を犠
牲にしている。処遇改善をお願いしたい。

Ａ　他市で行われている事例等を紹介し、団員の声を聞
かせていただく機会を作りたい。

Ｑ　運賃低減バスの利用者の川西地区での増加はどのく
らいか。

Ａ　運賃低減バスは３年間の実証運行中。利用者の
50％増を目指している。室賀線は約２倍になった。

Ｑ　議会報告会の開催案内が自治会まで届いていなかっ
た。

Ａ　各自治会に通知が徹底できなかったことについては、
改善策を講じていく。

Ｑ　地域内分権について、内容がよくわからない。
Ａ　行政の権限の一部を地域に渡すというもの。地域の

課題やニーズを自分たちで考え、行っていくことに
なる。行政がやらなければならないものは、今後も
行政が行う。

Ｑ　想定される災害について、きめ細かな対策マニュア
ルを関係団体に提示してほしい。

Ａ　ハザードマップを６月に全戸配布するように事業が
進められている。また、拠点となる防災倉庫の整備
も進められている。優先順位を決めて早めに情報を
入手し、初動体制をしっかり整える。

塩 田 公 民 館川 西 公 民 館

Ｑ　政務活動費について、全国で様々な問題が起きてい
る。上田市では金額は少なくても大きな仕事をして
ほしい。

Ａ　上田市では、一人年額24万円の政務活動費を会派に
支給し、調査もしっかり行っている。少ない予算の
中で大きな効果が得られるよう精いっぱい努力する。

Ｑ　減反政策がなくなり、農地の借り手がいなくなる。
Ａ　地域の農業政策をどうするかが、重要な課題である。

若い人を中心に取り組んでいるところが出てきてお
り、活動内容などを視察に行き、農業の活性化につ
いて研究する。

Ｑ　大河ドラマ「真田丸」のパンフレットには千曲川右
岸のことしかない。尾野山に陣取ったことなども図
面に残っているので取り上げてほしい。

Ａ　これからＮＨＫが情報収集することになっている。
「真田丸」放送が成功できるよう取り組む。

Ｑ　飯沼地区の大沢上流に大規模太陽光発電施設を造る
計画が持ち上がったが、ここは昔から雨が降ると大
水が出て危険なところである。陳情を採択してもら
ってありがたかった。

Ａ　議会では陳情を採択し、県に意見書を提出した。県
でも慎重に対応すべきと考えている。

真田中央公民館 長瀬市民センター

Ｑ　平井寺トンネルの無料化に向けた状況はどうか。
Ａ　無料化の方向へ進んでいる。平井寺トンネルは平成

30年、三才山トンネルが平成33年に無料化される予
定。通勤時間帯には半額となる割引制度も利用して
ほしい。

Ｑ　４市町村が合併して８年になったが、議会としてそ
の功罪を市民に伝えてほしい。

Ａ　今年は合併９年目となり、市長の持っている権限を
地域に移す方向で議論している。地域内分権も第４
ステージに入っており、市民満足度調査も行ってい
る。不便なところは率直に言ってほしい。

武 石 公 民 館

長瀬市民センターでのようす
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議会報告会場アンケート結果
　今回の議会報告会では、会場での意見交換のほか、当日お配りしたアンケートにも多くの方にご協力いただ
きました。ここでは、アンケートの結果についてご紹介します。

　意見交換やアンケートでいただきましたご意見については、議会及び議会報告会に関することは、今後の参
考にさせていただきます。また、市政に関するご意見のうち、主なものは市側に報告させていただきます。
　議会報告会は、来年度も継続して開催する予定です。より多くの皆さんのご参加をお待ちしています。来年
度の議会報告会の日程は、議会だよりや議会ホームページ等を通じてお伝えする予定です。

　Q　議会だよりで知りたい情報は何ですか。 
・定例会ごとの議案についての議員の賛否
・行政視察の詳細と上田市としての参考点などを掲載してほしい。
・請願・陳情の採択における賛否の内訳。
・重要課題に対する取り組みについての情報。
・身近なことを議員にどう伝え、どう解決していくか教えてほしい。
・議会内の取り決め内容を詳しく知りたい。
・ページ量が多すぎる。

　Q　その他の感想やご意見 
・議員定数減についてさらなる取り組みをお願いする。
・提案、議題を共有し、議論・意見を交わす形も面白いと思う。
・タウンミーティング的なことをしたほうがよい。
・各委員会の報告をもう少し詳細に説明してほしい。
・議会報告会で少しずつお互いに立場をわきまえた意見交換会ができるようになってきたと感じる。こ
つこつとレベルアップを続けていただきたい。

・女性の参加が少ない。女性がたくさん参加できる仕組みを作ってください。
・意見交換の内容が、行政への質問、要望になっているのでは。
・今回の質問、意見、請願に対しての回答・結果を議会報告会資料に載せてほしい。
・資料は多ければよいというものではなく、コンパクトに低コストで、人員ももっと絞って行うべき。
・報告会の日程を自治会を通してわかりやすく連絡してほしい。
・その他行政への要望（消防団員の確保、松くい虫対策、地域自治センターの機能等）

参加者の性別

女性
16％

男性 84％

参加者の年齢

不明1％

70代以上

60代
39％

50代
20％

40代
30代 7％

20代以下 1％

19％ 13％

議会報告会の開催を
何で知りましたか

その他 9％ホームページ
4％

新聞など
6％

議員
21％

議会だより
25％

加入団体
35％

議会からの報告の
説明時間は

長い 2％短い

よい 85％

13％

議会からの報告内容は

わかりにくい

どちらとも
いえない

わかり
やすい
57％

説明資料のページ数は

すくない

よい
81％

多い1％

18％10％

33％

意見交換の時間は

長い 2％
短い 10％

よい 88％

議会ホームページを
見たことは

知らなかった 3％見られる　
環境にない

見たことが
ない 42％

見たことが
ある45％

10％
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環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員環境建設委員会会会会会会会会会会会
１　

東
京
都
調
布
市

「
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ふ
じ
み
の
施
設
整

備
及
び
運
営
に
つ
い
て
」

　

資
源
循
環
型
施
設
建
設
は
、
上
田
市
に

と
っ
て
も
重
要
課
題
で
あ
る
。
今
回
、
先

進
施
設
を
視
察
し
、
特
に
、
地
元
と
の
合

意
形
成
を
ど
の
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
か
調

査
。
施
設
の
特
徴
は
、
ご
み
の
完
全
燃
焼
、

周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
、
シ
ス
テ
ム

の
自
動
化
、
余
熱
の
有
効
利
用
で
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
整
備
は
、
覚
書
の
締
結

か
ら
工
事
着
工
ま
で　

年
の
歳
月
を
要
し

11

た
が
、
市
民
と
の
協
働
の
取
り
組
み
と
積

極
的
な
情
報
公
開
に
よ
り
、
市
民
と
の
信

頼
関
係
が
少
し
ず
つ
、
確
実
に
深
ま
り
、

市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

２　

北
海
道
小
樽
市

「
空
き
家
、
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
に
つ

い
て
」

　

小
樽
市
が
平
成　

年
か
ら
制
度
化
、
ス

21

タ
ー
ト
し
た
空
き
家
、
空
き
地
バ
ン
ク
制

度
は
、
行
政
が
情
報
提
供
し
、
実
質
的
な

空
き
家
、
空
き
地
の
斡
旋
に
よ
る
有
効
活

用
の
事
業
に
は
、
市
に
登
録
さ
れ
た
市
内

の
民
間
不
動
産
業
へ
の
委
託
し
た
施
策
と

し
て
実
施
さ
れ　

件
の
空
き
家
の
契
約
が

133

成
立
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、

経
済
の
振
興
、
雇
用
環
境
改
善
対
策
と
並

行
し
て
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ

た
。

３　

北
海
道
江
別
市

「
公
園
ア
ダ
プ
ト
制
度
、
市
民
参
加
に

よ
る
公
園
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
」

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
、
市
民
と
行
政
が

協
働
で
進
め
る
「
ま
ち
の
美
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど

が
公
園
や
道
路
の
里
親
と
な
り
、
定
期
的
、

継
続
的
に
清
掃
活
動
を
行
い
、
行
政
が
こ

れ
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。

江
別
市
で
は
、
①
公
園
愛
護
②
市
民
協
働

③
公
園
管
理
費
縮
減
の
観
点
か
ら
導
入
し

て
お
り
、
市
民
協
働
、
公
園
愛
護
の
点
で

優
れ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
市
民
参
加
に

よ
る
公
園
づ
く
り
事
業
は
、
地
域
の
町
内

会
や
小
学
校
と
連
携
し
、
再
整
備
の
計
画

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

■実施日　平成26年7月23日（水）〜7月25日（金）

常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察報報報報報報報報報報行政視察報告告告告告告告告告告告

１　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

「
す
こ
や
か
子
育
て
交
流
館
（
愛
称
：

り
ぼ
ん
か
ん
）
の
取
り
組
み
」

　

親
子
の
集
い
、
交
流
の
場
の
提
供
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
の
充
実
な
ど
、
子
育

て
家
庭
や
子
育
て
活
動
を
総
合
的
に
支
援

す
る
拠
点
施
設
と
し
て
設
置
。「
ひ
ろ
が

る
笑
顔
、
支
え
合
う
子
育
て
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
親
子
が
気
軽
に
集
い
、
相
互
に

交
流
す
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
育

児
相
談
や
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
、
子
育

て
に
関
連
す
る
情
報
の
発
信
や
関
係
団
体

と
の
連
携
・
情
報
の
共
有
化
を
行
い
、
地

域
の
子
育
て
支
援
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

２　

福
岡
県
久
留
米
市

「
久
留
米
市
の
自
殺
対
策
（
久
留
米
方

式
）～
自
殺
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～
」

　

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
の
連
携
シ

ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て
構
築
し
、
実

績
と
成
果
を
上
げ
て
い
る
。「
久
留
米
方

式
」
と
言
わ
れ
る
取
り
組
み
に
特
徴
が
あ

る
。

　

自
殺
対
策
事
業
と
し
て
、
①
普
及
啓
発

事
業
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
③
人
材
養

成
④
自
殺
遺
族
支
援
の
4
つ
の
柱
を
市
の

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
付
け
取
り
込
ん
で

き
て
い
る
。
特
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
は
、
市
民
の
中
に
自
主
的
で
組
織
的

な
活
動
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
か
か
り
つ
け
医
」
と
「
精
神
科

医
」
の
連
携
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、
し
か
も

そ
の
連
携
が
き
ち
ん
と
図
れ
て
い
る
か
検

証
し
指
導
す
る
仕
組
み
、
い
わ
ゆ
る
「
久

留
米
方
式
」
が
確
立
さ
れ
て
い
る
点
は
注

目
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

２　

福
岡
県
福
岡
市

「
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
」

　

全
国
的
に
保
育
士
不
足
が
社
会
問
題
と

な
り
、
上
田
市
に
お
い
て
も
保
育
士
の
確

保
が
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
福
岡

市
で
は
、
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
長
く
現
場
か
ら
離
れ
て
い

た
保
育
士
の
復
帰
支
援
や
処
遇
改
善
、
求

人
し
て
い
る
保
育
園
の
紹
介
な
ど
の
取
り

組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚 生生生生生生生生生生 委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員厚 生 委 員 会会会会会会会会会会会■実施日　平成26年7月23日（水）〜7月25日（金）



編
集
後
記

　

今
年
は
、
３
月　

日
の
北

１４

陸
新
幹
線
開
業
と
、
４
月
５

日
か
ら
始
ま
る
善
光
寺
御
開

帳
が
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り

と
重
な
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
上
田
城
周
辺
は

一
段
と
賑
わ
い
を
増
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
真
田

幸
村
公
が
亡
く
な
っ
た
「
大

阪
夏
の
陣
四
百
年
」
に
あ
た

り
、
昨
年
か
ら
、
大
阪
城
四

百
年
祭
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
の
撮
影
も
始
ま
り
、
脚

本
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
来

る
と
益
々
期
待
が
膨
ら
む
の

で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
季
節

も
二
十
四
節
季
の
小
寒
か
ら

大
寒
と
一
年
中
で
一
番
寒
い

時
期
を
迎
え
る
訳
で
す
が
、

既
に
冬
至
か
ら
は
日
一
日
と

太
陽
も
高
度
を
増
し
て
、
日

が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
節

分
の
夜
に
食
べ
る
と
幸
運
に

恵
ま
れ
る
と
言
う「
恵
方
巻
」

も
、
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
一
句
。

　
「
迷
信
と
言
っ
て

　
　
　

一
人
で
恵
方
巻
」
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平成27年度 市議会だより・　　　　　　　
　　市議会ホームページモニターを募集します

上田市議会

平成27年度　上田市議会の開会予定日
・ 6月定例会　開会日　平成27年 6月15日（月）
・ 9月定例会　開会日　平成27年 8月31日（月）
・12月定例会　開会日　平成27年11月24日（火）
・ 3月定例会　開会日　平成28年 2月22日（月）

　各定例会で審議する請願・陳情の提出期限は定例会開会日の翌日午後3時です。
　開会予定日は、変更になる場合もありますので、日程の詳細は、議会事務局までお問い合わせください。

　上田市議会では、開かれた議会を目指し、広報・
広聴活動の更なる充実に向けて取り組んでいます。
その一環として、議会だよりと上田市議会のホーム
ページに関して、市民の皆さんのご意見を参考にし、
より充実したものにしていくために、「平成２７年度
広報・広聴モニター」を募集します。

○お願いする内容
　１　議会だよりに関する意見、感想等を所定の　
　　様式で提出
　２　上田市議会のホームページに関する意見、感想等を所定の様式で提出
　３　モニター会議への出席（年１回程度を予定）
○定　員　１０人以内（応募多数の場合は、抽選とさせていただきます）
○任　期　平成２７年５月１日から平成２８年３月３１日まで。
○モニターの要件
　上田市に居住する２０歳以上の方で、原則として、任期中に発行される議会だより（定例号４
回、臨時号１回）を毎回ご覧いただける方。かつ、上田市議会のホームページが閲覧可能な方。
○謝　礼　会議へ出席した際の交通費相当。
○申込について
　所定の申請用紙にご記入いただき、２月２７日（金）までに
上田市議会事務局へ、郵送、FAXまたは電子メールで提出く
ださい。申請用紙は議会事務局へご連絡いただくか、上田市
議会のホームページからダウンロードしてください。
　なお、モニターに決定した方には、後日改めてご連絡いた
します。

お問い合わせ、申込先
上田市議会事務局
〒386-8601 
上田市大手1-11-16
TEL0268(22)0452
FAX0268(23)5136


